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１．キリシタン版

• 16世紀日本は「キリシタンの世紀」。

• 同世紀末、イエズス会宣教師Ａ．ヴァリニャー
ノ、布教のため日本に活版印刷導入を計画。

• 天正遣欧使節（1582年出発）、1590年、活版
印刷の機材を携えて帰国。

• 機材を用い、イエズス会が（日本で）印刷した
書がキリシタン版。

• 日本で最初の活版印刷書。



キリシタン版の印刷期間

• 最初のキリシタン版発行は1591年、加津佐
（現在の長崎県南島原市）。

• 1614年、キリスト教禁教令により出版中止。
印刷機はマカオへ移送。

• 20年余の間に数十点を出版。



内容

• 教義書『ドチリナ・キリシタン（キリスト教公
理）』、修養書『コンテンツス・ムンヂ』、宣教師
日本語学習書『日葡辞書』『日本文法』、文芸
書『伊曾保（イソップ寓話）』『平家物語』など。

• 『伊曾保』は西洋文学初の和訳、 『日葡辞書』
は外国語に翻訳された初の日本語書。



日葡辞書（1603-4、ボドリアン図書館所蔵）

南蛮 南蛮物 難病 南方 何ぼ



２．日本文化史上の意義

キリスト教布教の強力なエンジン

文化史上は低い評価。

• 川瀬一馬「西欧の活字印刷術に拠って出現し
た印刷文化は著しく孤立的な性質を帯びてい
た・・・。」（『古活字版の研究』増補版、1967）

• 井出洋一郎「・・・後の禁教、弾圧のため散逸し、
また残ったものも禁書となったため、次代に継
がれるべき文化遺産とはならなかった。」（ 『洋
学史辞典』、1984）



• 中野三敏「キリシタン版と呼ばれるこれら
は･･･日本の古活字版との交流の面で多くの
興味深い問題を含んではいるものの、大勢に
はほとんど影響しない。」（『江戸の版本書誌
学談義』、1995）

• 印刷機や金属活字は次代に継承されず。

• 西洋印刷技術導入後、朝鮮から活版印刷術
渡来。17世紀初めより半世紀ほど主流の「古
活字版」の源流は朝鮮由来とする識者が殆ど。



再検討が必要

印刷史の観点

• 古活字版に見られる漢字仮名交じり文、行書
体・草書体、連続活字の使用はキリシタン版が
嚆矢。

• キリシタン版は古活字版の重要な源流。



朝鮮系統古活字版『古文孝経』後陽
成天皇勅版、1599年、木活字

キリシタン版『ばうちずもの授けよう』
1593年、金属活字



古活字版の例

古活字版 右「徒然草」（元和）
左「枕草子」（寛永）



出版史の観点

• それまでの日本の出版：特権者（寺社、朝廷、幕
府等）が仏典、儒書、史書等の権威あるテキスト
を少部数印刷。知識人向け。贈与・配布。

• キリシタン版の内容は多彩。信徒向け印刷部数
は千部以上。

• その好例が後藤版／1600年、イエズス会は長崎

の信徒・後藤宗因に日本字キリシタン版の印刷を
委託。有償頒布許可。後藤は平易な日本語、平
仮名書き多用、漢字振り仮名付きで1500部印刷。



後藤版『ドチリナ・キリシタン』（1600年）



• 後藤版は大量生産・販売出版の先駆。以後
の民間商業出版（古活字版）を先導。

• キリシタン版：写本から刊本へ、知識層向け
から一般向けへ、少量印刷から大量印刷へ、
贈与出版から販売出版へ・・・など、日本の
書籍出版の枠組みを大きく変革。

• 日本文化史上、キリシタン版の意義は甚大。



３．国際出版物

• どこへ？

• いつ？

• どれ（何部）くらい？

• 受容？



3.1 どこへ？

• アジアなど：マカオ、ゴヤなどのイエズス会拠点
へ。マニラ、メキシコの他宣教師会派にも提供。

• 欧州：ローマ教皇庁イエズス会総会、ポルトガ
ル・イエズス会布教拠点、布教支援者へ送付。



3.2 いつ？

• 印刷後、間もなく／欧州舶載最初の日本書
籍群

• パジオ神父の長崎発イエズス会総長アクア
ヴィヴァ宛書簡（1594年10月）

「目下、ポルトガル語と日本語で説明を付し
たアンバレス神父のラテン語文典を印刷中で
す。いずれ印刷完了次第、いかに美しい文字
を作り出したかご高覧に供したく、会長様あて
お送りいたします。」



• メスキータ神父の長崎発イエズス会総長アク
アヴィヴァ宛書簡（1613年10月）

「以前に『ぎやどぺかどる』をお送りしました
が、現在、印刷中の『ヒデスの経』も貴方様

のライブラリー用にお送りします。一緒に、こ
ちらで印刷のラテン語『聖教精華』もお送りし
ましょう。」



『ドチリナ・キリシタン』（東洋文庫蔵）



• 遊紙に献辞

• 「日本の言語によるキリ
スト教教義書／エボラ大
司教テオトニオ・デ・ブラ
ガンサ師へ／日本巡察
師より」

• 献呈者：ヴァリニャーノ巡
察師



『ばうちずもの授けよう』
(1593年刊）の遊紙

• ヴァリニャーノ巡察師から
テオトニオ大司教へ献辞。

• 最下段はテオトニオ大司
教からカルツウシヤ修道
院へ寄贈の辞。

• 献辞の日付なし。テオトニ
オ大司教は1602年死亡。



3.3 どれ（何部）くらい？
－欧州への舶載数－

• 16世紀末～17世紀初頭、欧州へ舶載されたキリ
シタン版の現存数（除く断簡）：24種、46部。

• 欧州舶載総数はどれくらいだったか？

• 過去4世紀間に欧州舶載キリシタン版も戦争、災
害、移送、鼠等により多数消失。

• 推定残存率と現存数から欧州舶載総数を試算。

欧州舶載総数Ｘ残存率＝現存欧州舶載数



欧州古典の残存率

著作 刊年 発行部
数

残存数
（率）

出典

グーテンベルク『42行聖書』 1455 180 48
（27%）

高宮利行『グーテン
ベルクの謎』

コペルニクス『天球の回転
について』初版

1543 700
以上＊

218
（31%以下）

O.ギンガリッチ『誰

も読まなかったコペ
ルニクス』

ヴェサリウス『人体の構造
（ファブリカ）』初版

1543 350-
500＊

約150
（30-43%）

坂井建雄「A.ヴェサ

リウスと『ファブリ
カ』について」

シェークスピア『フォリオ版
全集』初版

1623 750 233
（31%）

Folger Shakespeare 
Library HP

＊推定



• 欧州古典(15～17世紀）の残存率＝３割程度

• 推定残存率＝3割→日本から欧州への舶載
キリシタン版総冊数は推定150～160部。

• 16世紀末～17世紀初め、短期間（20年余）に
しては相当数の欧州舶載。



3.4 受容

アジアでは布教用。（実用）

• マカオ：イエズス会マカオ管区蔵書目録（1616
年）に6点、在マカオ日本司教・ヴァレンテ遺書
目録（1633年）に5点のキリシタン版。

• マニラ：『日葡辞書』をドミニコ会宣教師がスペ
イン語に翻訳→『日西辞書』（1630年）

• メキシコ：（ラテン語『精神修養の提要』）に
「（当書）を調べ、新しい索引の欠けていること
を確かめた。」の書込み。



欧州での受容

• 実用の一例：17世紀、Ｇ．シドッティ、ローマで

キリシタン版用い日本語習得。（シドッティは江
戸で新井白石と面談→『西洋紀聞』『采覧異言』）

• 大半は珍本・希書扱い。（非実用）

例：ポルトガル国王ドン・ジョアン6世はナポレオン軍
に侵攻され、1807年、財産とともにリオ（ブラジル）に

逃亡。同財産中に『日葡辞書』。同書は国王帰還後
もリオに残留。2018年9月、リオで発見。



４．19世紀欧州で仏訳

19世紀フランスで大きく様変わり＝キリシタン版
語学書の仏訳／実用に転化

１ 日本文法書

• ジョアン・ロドリゲスの『日本大文典』（1604、長
崎）と『日本小文典』（1620、マカオ）

• C.ランドレス（仏人アジア研究者）、『日本大文
典』を参照しつつ『日本小文典』を仏訳（1825）。



出典：Galica



２ 日本語辞書

• 『日葡辞書』（1603、長崎）＋スペイン語訳『日
西辞書』（1630、マニラ）

• 上記を元にレオン・パジェス（仏人日本学者）
が『日仏辞書』を出版（1862） 。



出典：Galica



• キリシタン版語学書の仏訳版は黎明期の欧州
日本学の重要な基盤。

• 幕末・明治期、アメリカ人宣教師達も利用。

• J.ヘボンはパジェス『日仏辞書』を下敷きに『和
英語林集成』（最初の和英辞典。1867年）刊行。



• レオン・パジェスは『日葡辞書』仏訳のほか、
クルチウス・ホフマン著『日本文典』仏訳
（1861）、『日本切支丹宗門史』（1869-70）、
『日本書誌』（1859）等を著した日本学者。

• 『日本書誌』は在欧キリシタン版12種を収載。



５．サトー『キリシタン版書誌』と日本

• 続いて、サトー（Ernest Satow）がキリシタン版
書誌: “The Jesuit mission press in Japan 1591-
1610”, 1888. を刊行。（以下、サトー『書誌』 ）

• サトー『書誌』は（在欧）キリシタン版14種を懇
切な解説付きで収載。のち、補遺篇（1898）で
（在日）キリシタン版2種を追加。



• サトー『書誌』、19世紀末日本に届き、画期。

• 同書をガイドに村上直次郎（日欧交渉史）、新村
出（言語学）らが欧州留学中、在欧キリシタン版
訪書の旅。

• その成果が発表され、日本でキリシタン版への
関心高揚。研究、復刻、収集、発見・・・。

• 日本でのキリシタン版研究はサト－『書誌』が契
機。



キリシタン版を巡る－ジグザグの－
日欧文化交流（整理）

１ 16世紀末、ヴァリニャーノ、欧州から活版印刷
技術を日本に導入し、キリシタン版を出版。

２ キリシタン版は布教に寄与のほか、日本の印
刷・出版史を変革。

３ キリシタン版は国際出版。欧州に多数、舶載。

４ 19世紀、同版語学書が仏訳され、欧州日本
学の基盤。



５ サトー『書誌』の刊行。日本に伝わり、日本
でのキリシタン版研究が進展。

６ 日本人学者、欧州等でキリシタン版を発見。

村上直次郎による『ドチリナ・キリシタン』発見
（1902、リスボン）から、白井純らによる 『日葡辞書』
発見（2018、リオ）まで。日本在住ラウレス神父も。

７ 日本でのキリシタン版研究は現在も継続し
て発展中。



今後

日本でのキリシタン版研究の進展／在欧司
書・学芸員・研究者による調査研究、教育活用、
デジタル化等の進展、新史料発見を期待。

ご清聴有難うございました。





出典：Galica



欧州での実用例／シドッティ

• ジョヴァンニ・シドッティ（1668-1714）：イタリア

人カトリック司祭。ローマで日本語学習。マニ
ラでの布教を経て、1708年、日本に潜入。捕

縛。江戸で新井白石と面談。白石はそれを基
に『西洋紀聞』『采覧異言』を著作。

• シドッティ携帯書に2点のキリシタン版（ 『サン
トス（の御作業）』と日本語辞書）。



豊島正之「日本の印刷史から見たキリシタン版の特徴」（2013）



欧州舶載点数？

• 現存のうち、日本6＊、北京8、マニラ4、メキシ
コ2以外の当初所持者は在欧。（＊サトウ２、ク
ロフォード１、おらしょ１、水戸徳川１、越前１）

• 欧州送付数（現存、除く断簡）：28種、64点＋α。
日本で印刷のキリシタン版では24種、46点。



P・コーニッキ先生：17世紀にヨーロッパへ届
いた日本書籍について（EAJRS:2018）

• 「日本の書籍がいつ初めてヨーロッパへ渡ったの
だろうか。現存している書籍で、紛れもなく17世紀
にヨーロッパへ届いた書籍はいくつか現存してい
るが、それはすべてイギリスかアイルランドの図書
館に所蔵している。」

• キリシタン版の欧州舶載は16世紀末からで現存。



欧州での別例／コリャード

• ディエゴ・コリャード（1589?-1641）、ドミニコ会
派所属のスペイン人宣教師。1632年、キリシ

タン版日本語学書を基に『日本文典』『羅西日
辞書』を執筆・刊行。



英国図書館はキリシタン版2点を所蔵 左：『平
家物語』、右『落葉集』（サトウ、東京で入手）



• （左上、表題紙裏）テオトニオ・デ・ブラガンサ
大司教より Scala Caeli （教団）に寄贈の辞。



日葡辞書（1603-4、ボドリアン本）



• 天草版ラテン文典
（1594年刊）

• トマス荒木献呈の辞
(1605年）



「世界で４冊目の日葡辞書発見」
（2018年10月10日付け日経新聞）

リオで発見された日葡辞書

「南米にはないと思われていたキリシタン版『日葡辞
書』を9月17日、リオ国立図書館で発見しました」―5

日、サンパウロ州立総合大学（ＵＳＰ）東洋学科の田
代エリザ准教授と信州大学の白井純准教授が来社
し、そう語った。「キリシタン版」とは・・・日葡辞書は
当時の日本語を知るうえで非常に貴重な第一級資
料といわれ、世界で３冊しか現存しない。それが、今
回４冊目がリオで発見された。



• パッソス・マヌエル中学校（リスボン）では「旧
校舎（～1910年）にあった時に、雌鼠どもがこ
の書=『キリスト教子弟の薫陶』（1588年、マカ

オ刊）をすっかり破毀してしまった。」（ジョル
ダン・デ・フレイタス）


